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研究成果の概要（和文）：前十字靭帯損傷膝における前外側関節包靭帯損傷の膝回旋不安定性への影響は認めら
れず、一方、半月板損傷、特に外側半月板損傷の合併が回旋不安定性に及ぼす影響が確認された。また、前十字
靭帯再建術後1年の経過で内外側半月板合併損傷膝では半月板損傷のない膝に対して回旋不安定性が大きかっ
た。また半月板を修復術で治療した症例は半月板合併損傷の無い膝に比べて回旋不安定性は同等である一方、部
分切除術症例においては半月板合併損傷のない膝に対して有意に大きな回旋不安定性を残していた。よって、前
十字靭帯損傷に伴う半月板の合併損傷は修復を行わなければ術後に回旋不安定性を残存させる要因になると考え
られた。

研究成果の概要（英文）：In the anterior cruciate ligament (ACL)-injured knee, the anterolateral 
joint capsule injury had no effect on the toratory knee laxity, while the effect of concomitant 
meniscus injury, especially lateral meniscus injury on the knee rotatory laxity was confirmed. In 
addition, one year after the ACL reconstruction, the ACL injured knees with medial and lateral 
meniscus preoperatively was greater than those without meniscus injury. In addition, ACL 
reconstructed knees whose meniscus tears were repaired had similar rotatory knee laxity compared to 
those without meniscus tears, whereas in ACL reconstructed knees with unrepaired lateral meniscus 
tear, significantly greater rotatory knee laxity was observed compared to the meniscus intact ACL 
reconstructed knees. Therefore, it is considered that the concomitant meniscus tear in the ACL 
injured knees may cause the residual rotatory knee laxity postoperatively unless repair is 
performed.

研究分野：整形外科
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
膝前十字靭帯損傷では半月板損傷を合併する例も多いが、特に外側半月板損傷の合併に関しては、過去の報告に
基づき、保存的に修復しないで治療することが多かったが、今研究の結果からは、半月板の合併損傷を見た場合
には可能な限り修復して治療を行うことが、回旋不安定性を制御するという点で望ましいと考えられる。積極的
な前十字靭帯損傷に伴う半月板損傷に対する修復術の治療が、今後の治療成績を改善させることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

膝前十字靭帯再建術は膝回旋不安定性の克服を目的として行われる標準的治療となっているが、

未だに十分な回旋不安定性の制御は達成されていない。 

原因として、前十字靭帯の損傷時に回旋不安定性に対する 2次的制御因子（Secondary restraint）

の損傷が起き、単独での前十字靭帯再建術ではこの組織の修復がされず残存していることが考

えられていた。半月板は頻繁に合併損傷を起こし、その影響が強く疑われているが、近年では、

特に前外側関節包靭帯（Anterolateral ligament:ALL もしくは Anterolateral capsular 

ligament:ALC）の存在が注目されていた。 

膝回旋不安定性の評価は以前より徒手検査による評価が主であり、詳細な検討が困難であった。

しかし、我々は電磁気センサーを用いた膝回旋不安定性の定量評価システムを開発しており、こ

れを用いることにより、2次的制御因子が膝回旋不安定性に与える影響を鋭敏に検出することが

できるのではないかと考えた。 

 
２．研究の目的 

今研究は膝前十字靭帯損傷膝における前外側関節包靭帯、半月板などの Secondary restraint の

合併損傷を画像的に評価・検出し、膝不安定性の客観的評価値との関連を調査するものである。 

 
３．研究の方法 

片側性の膝前十字靭帯損傷患者の前十字靭帯損傷膝を対象に、MRI および術中所見から前外側

関節包靭帯および半月板損傷の有無を調査し、それら合併損傷の有無が回旋不安定性に対する

影響を調査した。回旋不安定性は電磁気センサーを用いた脛骨の加速度による定量的評価法に

て評価した。 

まず、前十字靭帯再建術手術前の膝回旋不安生成に与える影響を調査するため、平成 29~30 年

度に収集した片側性の膝前十字靭帯損傷患者、計 140 膝の前十字靭帯損傷膝を対象に、MRI およ

び術中所見から前外側関節包靭帯および半月板損傷の有無を調査し、それら合併損傷の有無が

回旋不安定性に対する影響を調査した。 

さらに、前十字靭帯再建術を行った術後 1年での回旋不安定性の計測を 60膝に対して行い、

Secondary restraint の合併による術後の回旋不安定性の影響を調査した。 

 
４．研究成果 

前十字靭帯損傷膝における前外側関節包靭帯損傷の回旋不安定性(Pivot-shift)への影響は対

象症例数の増加に関わらず認められず（表 1）。 

表 1 ALC+：ALC（Anterolateral capsular ligament）合併損傷損傷あり、ALC-：合併損傷なし 

 ALC + group ALC – group p value 

Pivot-shift test 

manual grade 

Glide (+): 16 

Clunk (++): 9 

Gross (+++): 3 

Glide (+): 26 

Clunk (++): 25 

Gross (+++): 3 

0.40 

Acceleration (m/sec2) 1.2 ± 0.8 1.7 ± 1.3 0.03 



一方、半月板損傷、特に外側半月板損傷の合併が回旋不安定性に及ぼす影響はやはり有意差をも

って確認された。（図 1） 
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また、前十字靭帯再建術後に及ぼす影響の調査において、術後 1年の経過で内外側半月板合併

損傷膝では半月板損傷のない膝に対して回旋不安定性が大きかった。また半月板を修復術で治

療した症例は半月板合併損傷の無い膝に比べて回旋不安定性は同等である一方、部分切除術症

例においては半月板合併損傷のない膝に対して有意に大きな回旋不安定性を残していた。よっ

て、前十字靭帯損傷に伴う半月板の合併損傷は修復を行わなければ術後に回旋不安定性を残存

させる要因になると考えられた。（図 2） 

 

図 2 Tibial acceleration で評価した膝回旋不安定性の比較。Intact：単独 ACL 再建膝（半

月板損傷なし）、Fully repaired：半月板修復を行った ACL 再建膝、Unrepaired：一部半月板が

修復されていない ACL 再建膝 
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